


• 富士信仰に基づき、富士山に模して造
営された人口の山や塚である。 

• 盛んになった富士講であるが、当時の
江戸の庶民にとっては富士登山は並大
抵のことではなかった。 

• 安永９年高田籐四朗が高田に立てたも
のが最古とされ、以後、各地に築造さ
れ江戸庶民に“富士登山”が手軽なも
のになった。 

・その造営方法は 
 ＊富士山の溶岩を積み上げたもの。 

 ＊すでに存在した丘や古墳を利用したも
の 

 ＊頂上には浅間神社を祀り、富士山の山
開きの日に 富士講が富士塚に登山す
る習慣がある。 

   基本的には富士塚の上から富士山を
望むことができるように築造された。 

富士塚とは 東京G 吉田 北品川                    品川神社  ５ｍ １８６９ 

 

品川神社は、東京品川区にある神社。東海
七福神のひとつとして大黒天を祀っています。
これに登ると富士山に登ったのと同じことに
なるのだとか。  

登山口とあるところから登り始めると、一合目
から九合目までしるしが記されています。昔
の人は、富士山には行く代わりにここに登っ
てその雰囲気を味わったのかななんて思いま
す。富士塚としては、標高15メートルと一番高
い 。 



千駄ヶ谷                               千駄ヶ谷富士塚 鳩森神社 
６ｍ １７８９ 

この富士塚は寛政元年（一七八九）の築造といわれ、円墳
形に土を盛り上げ、黒石卜（富士山の熔岩）は頂上近くの
み配されている。山腹には要所要所に丸石を配置してお
り、土の露出している部分には熊笹が植えられている。頂
上には奥宮を安置し、山裾の向って左側に木造の里宮の
建物がある。 

頂上に至る登山道は正面に「く」の字形に設けられ、その
中には身禄像が安置されている。塚の前面には池がある
が、この池は塚築造のため土を採掘した跡を利用したも
ので、円墳状の盛り土、前方の池という形は江戸築造の
富士塚の基本様式を示している。 

この富士塚は大正二年（一九二三）の関東大震災後に修
復されているが、築造当時の旧態をよく留めており、東京
都内に現存するものではもっとも古く、江戸中期以降、江
戸市中を中心に広く庶民の間で信仰されていた富士信仰
の在り方を理解する上で貴重な資料である。（東京都教育
委員会掲示より 

下谷                   下谷坂本の富士塚 小野照崎神社  
５ｍ １７８２年ー 
 この塚は模造の富士山で、文政十一年(1828)の築造

と考えられている。『武江年表』同年の項に、「下谷小
野照崎の社地へ、石を畳みて富士山を築く」とある。境
内の”富士山建設之誌碑”によると、坂本の住人で東
講先達の山本善光が、入谷の住人で東講講元の大坂
屋甚助と協議して築造し、富士山浅間神社の祭神を
勧請したという。 

 ここの富士塚は高さ約五メートル、直径約十六メート
ル。塚は富士の溶岩でおおわれ、東北側一部が欠損
しているものの、原形がよく保存されている。原形保存
状態が良好な塚は東京に少ないので、この塚は貴重
である。昭和五十四年五月二十一日、国の重要有形
民俗文化財に指定された。 

 主祭神は、小野篁で相殿に菅原道真を祀る。小野篁
は平安前期の公卿・文人でその反骨精神から野狂と
も称された。遣隋使、小野妹子の子孫で小野道風・小
野小町の祖父。百人一首“わたの原 八十島かて 漕
ぎ出でぬと 人には告げよ 海人の釣り船 ”野詠み人 

http://blogs.yahoo.co.jp/aromanonnon/GALLERY/show_image.html?id=31876997&no=2


 

 



 

 



 

 



 

 




